【光学機器製造業】
職種：組　立　　職務：光学機器組立

【概要】

　カメラ、望遠鏡、双眼鏡等の光学機器を組み立てる仕事。

【仕事の内容】

　光学機器組立の仕事は、大別すると、段取り作業、組立作業、調整作業に分かれる。段取り作業では、光学機器やレンズの構造・用途を理解したうえで組み立てに必要な部品や材料の良否の判定と、設備の稼動方法や治工具の状態の確認を実施する。組立段階で行う作業としては、作業内容を十分に理解したうえで作業標準に定められた作業方法に則り、各種製品の組み立て、据付け等の作業を行う。調整作業では、マニュアルに定められた規格・基準に沿って、光学系統のほか基本動作や部品の位置の高さなどの機構系統等に関する調整を行う。

　光学機器組立の仕事は、熟練するに従って、単一作業工から多能工への幅広い能力が求められると同時に、職場の改善・提案活動やグループ活動への積極的な参加が期待される。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は特に必要とされない。高校や専門学校を卒業してすぐに入職する者が中心であるが、最近では未経験の比較的若い男女が他職種から転職してくる場合も増えてきている。

（2） 技能検定（光学機器製造）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。また、転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 組立工の職場は集団で共同して行う場合が多いため、コミュニケーション力や協調性といった対人能力も求められる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定制度　（職種：光学機器製造）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

　　　　　　　　特級　

　　　　　　　　　１級　光学機器組立て作業　　　２級（１級に同じ）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　６０３　光学機械器具組立工・修理工

　　６０９　その他の計量計測器・光学機械器具組立・修理の職業
